
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
お
ー
い
飯 

出
来
ま
し
た
よ
と 

妻
を
呼
ぶ
）
（
美
味
し
い
は 

誉
め
て
旦
那
に 

作
ら
せ
る
） 

（
ボ
ー
ナ
ス
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一
泊
だ
け
の 

お
客
様
）
（
求
人
欄 

眺
め
て
過
ご
す 

仕
事
中
） 

た
す
大
き
な
役
割
と
と
も

に
、
患
者
や
地
域
住
民
側

の
医
療
へ
の
積
極
的
な
参

加
や
ア
プ
ロ
ー
チ
も
大
き

な
要
素
を
持
つ
こ
と
が
大

切
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か 

っ
た
。 

識
だ
っ
の
で
は
な
い
で
し 

ょ
う
か
。
皆
様
、
御
苦
労

さ
ま
で
し
た
。 

 

県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
地
区
Ｌ
Ｓ
Ｃ
コ 

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
先
進

地
で
あ
る
静
岡
県
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
て
の
研
修
会
を
実
施
。 

 

静
岡
で
の
労
福
協
活
動

の
活
発
化
の
現
状
や
、
Ｌ

Ｓ
Ｃ
の
地
域
や
社
会
で
の

大
胆
な
活
動
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
新
潟
的
な
Ｌ

Ｓ
Ｃ
活
動
展
開
に
大
い
に

参
考
に
な
っ
た
。 

(1)第624号（1991年3月22日第三種郵便物認可）    れんごう中越地協   毎月3回(1日･11日･21日発行)2008年11月21日 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

 

長
橋
進
氏
よ
り
１
時
間
１

５
分
の
講
演
が
な
さ
れ

た
。
主
に
年
金
問
題
を
中

心
と
し
た
内
容
が
話
さ
れ

た
。 

 

現
役
時
に
は
、
厚
生
年

金
の
掛
け
金
が
少
し
で
も

低
い
方
が
得
し
た
感
覚
が

多
い
中
、
受
給
時
に
受
け

取
る

金
額

が
同

僚
と

比
べ

て
低

い
場

合
の

感
覚

で
は

逆
に

な
る 

ケ
ー

ス
な

ど
に

つ
い

て
解

り
や

す
く 

が
行
わ
れ
た
。 

 

い
ず
れ
も
現
場
発
の
報

告
や
問
題
提
起
で
あ
り
、

医
師
不
足
の
解
消
策
や
地

域
医
療
が
都
市
部
と
中
山

間
地
で
ど
ん
ど
ん
格
差
が

生
じ
て
い
く
実
態
が
浮
き

彫
り
に
さ
れ
た
。
３
名
の

報
告
と
提
起
で
共
通
し
て

い
た
こ
と
は
、
医
療
機
関

と
医
師
が
地
域
と
い
か
に

密
着
し
て
い
く
か
が
大
き

な
分
か
れ
目
と
な
る
こ
と

が
受
け
止
め
ら
れ
た
。 

 

地
域
医
療
は
行
政
が
果 

 

柿
川
周
辺
清
掃
と
歴
史

探
訪
の
集
い
、
連
合
列
島

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

合
同
の
実
行
委
員
会
が
１

１
月
１
３
日(

木)

午
後
６

時
３
０
分
か
ら
市
民
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

 

反
省
点
と
し
て
、
コ
ー

ス
が
直
前
で
変
更
に
な
っ

た
こ
と
、
歴
史
資
料
館
で

各
コ
ー
ス
が
重
な
っ
た
こ

と
な
ど
が
出
さ
れ
た
。
う

れ
し
い
反
省
点
と
し
て
、

「
ご
み
が
あ
ま
り
な
か
っ

た
こ
と
」
が
挙
げ
ら
け
れ

ま
し
た
。 

 
来
年
の
方
向
性
ま
で
論

議
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が

更
な
る
内
容
充
実
を
図
っ

て
進
め
る
こ
と
が
共
通
認

 

当
日
は
天
候
も
崩
れ
始

め
た
日
曜
日
に
も
関
わ
ら

ず
、
４
０
０
名
の
参
加
者

が
会
場
を
埋
め
尽
く
す
中

で
開
催
さ
れ
た
。 

 

主
催
者
を
代
表
し
て
連

合
新
潟
の
江
花
会
長
が
挨

拶
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
は

医
療
の
み
な
ら
ず
持
続
可

能
の
地
域
社
会
の
構
築
が

総
合
的
に
一
体
と
な
っ
て

形
成
さ
れ
な
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と
上
手
く

い
か
な
い
の
で
は
な
い
か

と
の
提
起
が
な
さ
れ
た
。 

 

続
い
て
県
立
小
出
病
院

の
布
施
院
長
の
講
演
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
医
療
を
育

て
る
会
と
魚
沼
市
国
保
守

門
診
療
所
か
ら
事
例
報
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本
セ
ミ
ナ
ー
は
労
金
長

岡
支
店
の
庭
野
支
店
長
が

司
会
を
行
い
、
連
合
中
越

金
内
副
議
長
か
ら
主
催
者

挨
拶
が
行
わ
れ
て
開
始
さ

れ
た
。 

 

講
演

は
社
会

保
険
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務
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●
文
民
統
制
（
シ
ビ
リ
ア

ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
は
完

全
に
壊
れ
て
い
た
。 

●
自
衛
隊
航
空
幕
僚
長
が

ア
パ
グ
ル
ー
プ
の
懸
賞
論

文
で
「
日
本
の
侵
略
戦
争

や
植
民
地
支
配
を
正
当
化

す
る
」
考
え
を
発
表
・
受

賞
。
賞
金
は
三
百
万
円
。 

●
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の
悲
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な
戦
争
で
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が
暴
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政
府
が

追
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エ
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カ
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し
て
行
っ
た
苦
い

反
省
か
ら
、
厳
し
く
文
民

統
制
を
図
る
こ
と
が
国
是

と
な
っ
て
い
る
。
に
も
関

わ
ら
ず
、
制
服
組
の
最
高

責
任
者
・
幕
僚
長
が
こ
の

様
だ
。 

●
参
院
外
交
防
衛
委
員
会

で
の
参
考
人
招
致
で
の
答
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も
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展
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。
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れ
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。
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０
０
％
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民
統
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で
は
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い
か
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看
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来
な
い
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い
け
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じ
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後
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解
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行
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イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
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南
魚
沼
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開
催
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予
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て
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長
岡
会
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か
っ
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 講演･事例報告･シンポジウムを集中的に実施 

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
長
岡
会
場
） 

定
年
に
備
え
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
テ
ー
マ
に
研
修 

５
３
名
が
受
講
し
て
、
年
金
問
題
を
中
心
に
勉
強
会 

 

新
潟
県
労
福
協
が
主
催
し
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ

ナ
ー(

長
岡
会
場)

が
１
１
月
１
４
日(

金)
午
後
６
時
よ

り
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
に
て
開
催
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６
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催
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や
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が
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だ
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と
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の
で
は
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国
是

と
な
っ
て
い
る
。
に
も
関

わ
ら
ず
、
制
服
組
の
最
高

責
任
者
・
幕
僚
長
が
こ
の

様
だ
。 

●
参
院
外
交
防
衛
委
員
会

で
の
参
考
人
招
致
で
の
答

弁
で
も
持
論
を
展
開
。
反

省
ど
こ
ろ
か
、
委
員
会
後

の
記
者
会
見
で
は
「
政
府

の
考
え
と
違
う
と
更
迭
や

問
題
視
さ
れ
る
と
は
北
朝

鮮
と
同
じ
だ
。
」
と
政
府

批
判
を
弁
々
と
展
開
。 

●
こ
の
よ
う
な
思
想
家
を

幕
僚
長
に
据
え
た
総
理
大

臣
・
政
府
の
責
任
は
大
き

い
。
彼
は
「
本
年
５
月
の

隊
内
誌
で
の
発
表
で
は
何

も
注
意
は
受
け
な
か
っ

た
。
」
と
も
強
弁
し
て
い

る
。
思
想
・
言
論
の
自
由

と
い
う
レ
ベ
ル
と
自
衛
隊

幕
僚
長
と
し
て
の
責
任
と

の
関
係
で
は
、
１
０
０
％

文
民
統
制
が
破
壊
さ
れ
て

い
た
で
は
な
い
か
。 

●
こ
れ
は
看
過
出
来
な
い

し
、
し
て
は
い
け
な
い
。 

見
な
く
っ
ち
ゃ 

聞
か
な
く
っ
ち
ゃ 

言
わ
な
く
っ
ち
ゃ 

説
明
が
な
さ
れ
た
。
標
準

報
酬
月
額
が
固
定
的
賃
金

を
中
心
に
４
月
か
ら
６
月

の
実
績
で
算
定
さ
れ
る
事

や
賃
金
変
動
時
の
修
正
手

続
き
、
対
象
期
間
に
お
け

る
残
業
や
交
通
費
・
家
族

手
当
額
な
ど
の
高
低
が
算

定
に
影
響
し
て
受
給
金
額

に
開
き
が
生
じ
る
事
も
説

明
が
な
さ
れ
た
。 

 

講
演
後
、
質
問
も
出
さ

れ
、
講
師
か
ら
解
説
が
行

わ
れ
た
。 

 

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ

ナ
ー
は
小
千
谷
や
南
魚
沼

で
も
開
催
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
長
岡
会
場
に
参
加

出
来
な
か
っ
た
方
は
是
非

参
加
い
た
だ
き
た
い
。 

新潟の地域医療を考える 

シンポジウムｉｎ魚沼開催される 
 講演･事例報告･シンポジウムを集中的に実施 

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
長
岡
会
場
） 

定
年
に
備
え
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
テ
ー
マ
に
研
修 

５
３
名
が
受
講
し
て
、
年
金
問
題
を
中
心
に
勉
強
会 

 

新
潟
県
労
福
協
が
主
催
し
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ

ナ
ー(

長
岡
会
場)

が
１
１
月
１
４
日(

金)
午
後
６
時
よ

り
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
に
て
開
催
さ
れ
た
。
団
塊
世
代

の
大
量
退
職
に
備
え
た
全
県
統
一
テ
ー
マ
で
講
演
会

が
実
施
さ
れ
た
。 

 

医
師
不
足
問
題
な
ど
地
域
医
療
の
現
場
が
大
変
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を
感
じ
て
企
画

さ
れ
た
新
潟
の
地
域
医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
１
１
月
１
６
日(

日)

午
後
１
時
よ
り
魚
沼
市
地
域

振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

柿
川
に
親
し
む
会
実
行
委
員
会 

本
年
度
の
反
省
と
決
算
報
告 

 

次
年
度
に
発
展
さ
せ
る
意
見
交
換
実
施 

第４回支部代表者会議の案内 

日 時 １１月２５日（火）18：00～ 

会 場 長岡市勤労会館フリールーム 

議 題 支部予算執行計画について 

    機関紙支部だよりについて 

    その他 

県
・
地
区
Ｌ
Ｓ
Ｃ 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修 

ライフプランセミナーのご案内 
☆定年に備えるライフプラン･無料☆ 

＜小千谷会場＞ 
  １２月４日(木)１８：００～ 

サンラックおぢや 
＜南魚沼会場＞ 
  １１月２６日(水)１８：００～ 

サンライズ南魚沼 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
ノ
ー
天
気 

暗
い
時
代
に 

希
少
価
値
）
（
マ
イ
ホ
ー
ム 

建
て
た
パ
パ
だ
け 

部
屋
が
な
い
）
（
妻
よ
り
も 

ご
み
の
仕
分
け
が 

う
ま
く
な
り
）
（
儲
か
る
と 

誘
っ
た
人
が 

職
探
し
） 

 

 
 

 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

 
 

 
 

 

 

 

連合見附支部だより 連合栃尾支部だより 

新潟第１区･民主党公認 

西村ちなみ 

新潟第２区･民主党公認 

わしお英一郎 

新潟第６区･民主党公認 

つつい信隆 

新潟第３区･民主党公認 

黒岩たかひろ 

新潟第４区･民主党公認 

菊田まきこ 

政
権
選
択
選
挙
で
す 

衆議院選挙区の本県の区割り 

政権交代 

 実りの秋となり、７月下旬に種をまいたソバが順

調に育っています。収穫の為のボランティア活動は

１０月２６日（日）を予定しています。気になるの

はいつ解散総選挙になるのかですが、両方の実とも

確実に刈り取り（勝ち取り）、後でうまいソバ食を

べたいものです。そんな昨今の中ですが、前支部長

の川島和男さんが突然の脳梗塞のため７月２日お亡

くなりになりました。支部を長年引っ張ってこられ

た努力に感謝し、ご冥福をお祈りします。 

 １０月７日(火)１８：３０から栃尾文化センターにて

「栃尾地区平和の集い」が８０名の参加を得て実施開催さ

れました。 

 長岡戦災資料館の古田島館長より、長岡空襲の被災体験

から、平和の尊さを考える講演を受けました。B29による

焼夷弾攻撃による被災と同時に、栃尾地域からもたくさん

の救援隊が長岡に向けられたことなどが分り良く話され、

「平和の尊さと平和を守る個との大切さ」が訴えられた。 

 続いて、深田栄広・美恵子によるジャズの生演奏。軽快

なリズムが６曲続き、続くリクエストタイムでも次々と演

奏が行われ、びっくりしました。 

 平和の尊さと、秋の文化に触れた、良いひと時でした。 

栃尾地区 

平和の集い 

上:古田島館長の講演 

 

左:深田夫妻の生演奏 




